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第4章介護保険在宅サービス未利用者調査

第4章 介護保険在宅サービス未利用者調査

1 .日常生活の支援者

問 15 あなたは日常生活の支援をどなたから受けていますか。 (0は1つ〉

全体
(N=1，554) 

【日常生活の支擾者】

-同居の家族や親族

園別居の家族や親旗など

囚近所の知人や民生委員・児童委員などの地域の人

国主治医

回訪問看護師など

図その他

目特に支援などは受けていない

口無回答

| 園 級協醐~
0% 20% 40% 

1.8 1.3 

60% 80% 100% 

日頃、日常生活の支援をしている人は、「同居の家族や親族」が 40.6%、「別居の家族や親族など」が

18.0%となっている。
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【日常生活の支援者×性別・年齢別・世帯構成別・要介護度別】

(%) 
同 lJlJ 

域の員・所近
主 訪 そ い特

無回
居 居 治 問 の なに

回 の の 人児の 医 看 他 い支 答
答 家 家 童知 護 援
数 族 族 委人 日市 な

や や 員や な ど
親 親 な民 ど は
族 族 ど生 受

な の委 け
ど 地 て

全体
1，554 631 280 28 38 20 98 364 95 
100.0 40.6 18.0 1.8 2.4 1.3 6.3 23.4 6.1 

性
男性 513 45.2 11. 5 1.4 3.1 1.8 6.4 24.4 6.2 

知l女性 969 38.8 21. 4 2.2 2.2 1.0 6.2 22.6 5. 7 
|無回答 72 31. 9 19.4 0.0 1.4 1.4 6.9 27.8 11.1 
40~64歳 36 47.2 2.8 0.0 11.1 0.0 11. 1 22.2 5.6 
65~69歳 80 42.5 11. 3 1.3 1.3 2.5 8.8 23.8 8.8 

年
70~74歳 175 39.4 13.1 1.1 2.3 1.1 6.3 31. 4 5.1 
75~79歳 302 44.0 13.2 2.0 1.7 0.7 6.6 25.5 6.3 齢
80~84歳 422 37.4 22.3 2.6 2.6 1.7 6.2 24.2 3.1 lJlJ 
85~89歳 325 36.9 24.9 2.2 2.2 1.2 5.2 20.9 6.5 
90歳以上 168 51. 2 13. 7 0.6 3.0 1.8 6.0 13.7 10.1 
無回答 46 30.4 19.6 0.0 2.2 0.0 6.5 26. 1 15.2 
ひとり暮らし世帯 435 3.2 38.6 5.1 2.8 2.8 9. 7 32.6 5.3 
夫婦だけで、一人とも65歳以上

467 42.4 18.6 0.9 2.1 1.5 4.5 24.8 5.1 
の世帯
夫婦だけで、どちらかが65歳以

25 64.0 0.0 0.0 4.0 0.0 4.0 24.0 4.0 
上の世帯

世 夫婦だけで、一人とも65歳未満
11 45.5 9. 1 0.0 9.1 0.0 9. 1 18.2 9.1 

帯 の世帯
構 あなたとその他の高齢者 (65歳

76 59.2 5.3 2.6 0.0 1.3 5.3 15.8 10.5 
成 以上の方)のみの世帯
.I，lIJ 一世代同居世帯 (65歳未満の方

290 72.8 2.8 0.0 2.1 0.0 3. 1 14.8 4.5 
がいらっしゃる世帯)

一世代同居世帯 (6帯5歳)未満の方
がいらっしゃる世

85 71. 8 1.2 0.0 1.2 0.0 4. 7 14. 1 7.1 

その他の世帯 102 56.9 4.9 0.0 4.9 0.0 12.7 14.7 5.9 
無回答 63 36.5 9.5 0.0 3.2 0.0 4.8 25.4 20.6 

豪華i 606 35.8 22.4 2.3 1.3 0.2 4.1 30.0 3.8 

要
228 42.5 15.8 3.1 2.2 2.6 6. 1 24. 1 3.5 

介
要介護1 190 50.5 20.0 1.6 1.1 3.2 4. 7 15.8 3.2 

護
要ブ1i護2 112 51. 8 19.6 0.0 3.6 2.7 8.9 10.7 2. 7 

度
要ブ1i護3 76 55.3 10.5 0.0 2.6 1.3 13.2 7.9 9.2 

.I，lIJ 
要介護4 97 55. 7 9.3 1.0 4.1 1.0 7.2 12.4 9.3 
|要介護5 95 35.8 8.4 0.0 8.4 0.0 16.8 11. 6 18.9 
|無回答 150 22.0 15.3 2.0 3.3 1.3 4. 7 37.3 14.0 

性別でみると、男性では「同居の家族や親族」の割合が女性に比べて高く、女性では「別居の家族や

親族など」が、男性に比べて高くなっている。

年齢別では、 40.......64歳および90歳以上で「同居の家族や親族」が、他の年齢層に比べて高い割合を

占めている。このほか80歳代では「別居の家族や親族など」、 40.......64歳で「主治医」の割合が高い。

世帯構成別では、夫婦だけで、どちらかが 65歳以上の世帯、あなたとその他の高齢者 (65歳以上の

方)のみの世帯、二世代同居世帯、三世代同居世帯、その他の世帯などで「同居の家族や親族」が 5割

から 7割と、他に比べ高い割合を占めている。また、ひとり暮らし世帯では、「別居の家族や親族など」

が38.6%、「特に支援などは受けていない」が 32.6%で高い割合を占める。

要介護度別でみると、「同居の家族や親族」は、要介護1から要介護4までいずれも過半数を占めて

いる。また要支援 1・2では「特に支援などは受けていなしリの割合が他に比べ高くなっている。
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2.介護保険サービスの利用について

(1 )在宅サービスの利用経験

間 19 あなたは、介護保険の在宅サービスを利用したことがありますか。 (0は1つ〉
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【在宅サーピスの利用経験×要介護度別】

-利用したことはない

図福祉用具の貸与・購入又は住宅改修のみ利用したことがある

ロ以前はホームヘルプやデイサービスなどを利用していた

固現在は利用している

ロ無回答

2.1 

0" 2096 40" 6096 8096 10096 

介護保険の在宅サービスの利用経験では、「利用したことはない」の 55.3%に対し、「現在は利用して

いる」などを合計した『利用したことがある』は 37.2%となっている。

要介護度別でみると、要支援1・2と要介護1では『利用したことはない」が過半数を占めている。

また、要介護2から 5では「以前はホームヘルプやデイサービスなどを利用していた」の割合が他に比

べて高く、要介護1・2では「現在は利用している」の割合が高くなっている。
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(2)在宅サービスを利用していない理由

【間 19でf1.-3. Jと笹えた方にうかがい事す】

閏 19-1 介護保険の在宅サービスを利用レていないのはなぜですか。 (0はいくつでも〉

【在宅サービスを利用していない理由】

0首 10弛 20弛 30首 40弧 50首

今のところ家族介君で足りているから 協級協級協級協級協W~37.9

いざという時にサービスを利用

できるよう要介護認定を受けただけ

入院しているから

サービスの内容や手続きがよ〈わからないから

病院や診療所などのリ，、ピリ
テーションなどで足りているから

デイサービスなどに通うのはわずらわしいから

他人を家に入れたくないから

利用料金(サービス費用の1割)の負担が大きいから

利用したいと思うサービスがないから

施設に入所したいから

介護保険以外の福祉サービスで

十分間に合っているから

近所の目が気になるから

その他

無回答
['C C C C C C C C C W  

全体(n=1，279)

介護保険の在宅サービスを現在利用していない、利用したことはないと回答した人 (1，279人)に理

由をたずねたところ、「今のところ家族介護で足りているから」が 37.9%で最も多く、次いで「いざと

いう時にサービスを利用できるよう要介護認定を受けただけ」が22.7%、「入院しているから」が 16.4%

で続いている。
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【在宅サービスを刺用していない理由×性別・要プト護度別】

(%) 

か今 入 シ病 からサl 
か利 の利 きい 近 他 らデ 施 分介 そ 無

らの 院 ヨ院 ら周 負周 るぎ 所 人 わイ 設 間護 の 回
回 と し ンや なピ し 担料 ょと の を しサ に保 他 4事
答

、F て な診 いス た が金 うい 目 家 し、 l 入 合険」

数 ろ b、 ど療 かの b、大( 要う が かピ 所 つ以

家 る で所 ら内 と ぃきサl 
介時 気 入 らス し て外

族 台、 足な 容 ，恩 護に れ な た いの
介 ら りど や う かピ 認サ な た ど し、 る福
議 ての 手 サ らス 定 1 る く iJ' か盈k
で し、リ 続 費 をピ カh な 通 ら らサ
足 るハ き ピ 用 受ス ら し、 ヲ

り かピ iJ~ ス の けを 也、 の ピ
て らリ よ 主主 1 た利 ら 』ま ス
u、 ア く な 審j だ周 わ で
る わ u、 けで ず 十

全体
1，279 485 210 131 140 77 自6 290 9 88 101 40 11 135 127 
100.0 37.9 16.4 10.2 10.9 6.0 6.7 22. 7 0.7 6.9 7.9 3.1 0.9 10.6 9.9 

性
男性 428 41. 8 20.1 11. 7 11.2 6. 5 7.2 18.9 0.9 4.9 10.0 2.3 1.2 9.1 8.6 
女性 799 36.4 14.3 9.6 10.8 5.6 6.1 24.4 0.3 8.1 6.8 3.8 0.8 11.4 10.5 別
無回答 52 28.8 19.2 7.7 11.5 7. 7 11. 5 26.9 5.8 3.8 7.7 0.0 0.0 9.6 11.5 
要支援1 527 40.8 3.6 8.9 12.5 7.2 7.4 30.7 0.4 6.8 7.4 2.3 0.2 11.0 9.1 

要 要支援2 188 42.0 3.2 11. 7 9.6 6.9 8.5 23.9 0.5 7.4 8.0 2. 1 1.1 8. 5 13.8 

介 要介護1 151 61. 6 13.9 10.6 14.6 4.0 7.9 23.8 0.1 7.3 10.6 2.6 O. 1 1.9 4.0 
要介護2 87 48.3 20. 7 13.8 16.1 2. 3 5.7 20. 7 1.1 10.3 14.9 6.9 。。 12.6 8.0 護 要介護3 54 20.4 44.4 14.日 9.3 5.6 7.4 1.9 1.9 7.4 5.6 7.4 1.9 5.6 13.0 

度 要介護4 77 19.5 64.9 14.3 2.6 1.3 2.6 5.2 0.0 6.5 5.2 7.8 5.2 1.8 3.9 
日リ 要介護5 81 7.4 76.5 7.4 2.5 3. 7 0.0 3.7 1.2 4.9 3.7 3.7 0.0 自.6 8.6 

無回答 114 21. 1 8.8 7.9 9.6 9.6 7.0 18.4 1.自 4.4 7.0 0.9 1.自 19.3 20.2 

性別でみると、男性では「今のところ家族介護で足りているから」、「入院しているからI、「デイサー

ピスなどに通うのはわずらわしいから」などの割合が女性に比べて高く、女性では「いざという時にサ

ービスを利用できるよう要介護認定を受けただけ」の割合が高くなっている。

要介護度別にみると、要介護 1以上では重度になるにつれて「入院しているから」の割合が高くなっ

ており、「今のところ家族介護で足りているから」の割合は低くなっている。また要支援1では、「いざ

という時にサービスを利用できるよう要介護認定を受けただけ」が 30.7%と、他に比べて高い。



� ��� �

平成25年度福岡市高齢者実態調査結果報告書

(3)今後利用したい介護保険サービス

閏20 今後介護保険のサービスを利用するとしだら、どのサービスを利用しだいですか。

(0はいくつでも〉

【今後刺用したい介護保険サービス】

通所介護(デイサービス)

福祉用具の貸与

通所リハピリテーション(デイケア)

訪問介護(ホームヘJレプ)

福祉用具購入費の支給

住宅改修費支給

短期入所生活介護/短期入所療養介護

(ショートステイ)

訪問入浴介護

訪問看自主

訪問リハピリテーション

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

毘知症対応型通所介護(認知症デイサービス)

特定施設入居者生活介護

居宅療養管理指導

夜間対庖型訪問介護

地域密着型特定施設入居者生活介護

毘知症対応型共同生活介護(グループホーム)

小規模多槍能型居宅介護

特にない

無回答

0% 20国

20.5 

20.1 

40% 

全体(N=1，554)

利用したい介護保険サービスでは、「通所介護(デイサーピス)Jが 20.5%で最も多く、次いで「福祉

用具の貸与」が 20.1%と、ともに 2割台を占める。
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(4)在宅で生活する上で困っていること

間21 現在、在宅で生活する上で、どのようなことに困っていますか。 (0はいくつでも〉

【在宅で生活する上で困っていること】

夜間や緊急時の不安がある

自宅に閉じこもりがちになるなど、
近所との交流がない

介護者に用車があるときなど、
一時的に入所する施設がない

その他

特に困っていることはない

無回答

。弛 20首 40覧

37.5 

60弛

全体(N=1，554)

在宅で生活する上で困っていることは、「夜間や緊急時の不安がある」が 28.2%で最も多くなってい

る。

【在宅で生活する上で困っていること×要介護度別】
('Yo) 

ある夜間 するきな介護 流交にな宅自
そ な特

無回
の u、tと

回 や 施ど者 がるに 他 困 答
答 緊 設に なな閉 'コ
数 急 が一周 いどじ て

時 な時事 b、
の い的が 近も る
不 にあ 所り 」ヤ

安
入所ると

とが と
t品 のち li 

全体 1.554 438 158 254 116 583 241 
100.0 28.2 10.2 16.3 7.5 37.5 15.5 

要支援1 606 31. 7 7.9 16.5 5.0 42.1 10.6 

要
要支援2 228 26.8 9.2 20.2 7.0 40.8 11.0 

介
要介護1 190 31. 1 16.8 21. 1 6.8 34. 7 11.6 
要介護2 112 37.5 17.0 24. 1 15.2 26.8 8.9 

護
要介護3 76 22.4 19.7 13.2 10.5 22.4 28.9 度

.8IJ 要介護4 97 20.6 11. 3 10.3 14.4 26.8 30.9 
要介護5 95 21. 1 12.6 4.2 10.5 25.3 36.8 
無回答 150 18.0 0.0 11.3 5.3 48.0 22.0 

要介護度別にみると、「夜間や緊急時の不安がある」は軽度の人で割合が高く、「介護者に用事がある

ときなど、一時的に入所する施設がない」では要介護 1から 3、「自宅に閉じこもりがちになるなど、

近所との交流がない」では、要支援2から要介護2までで、他に比べて高い割合を占める。
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(5)今後の介護サービスの利用

今後の介護サービスの利用についてどのように者えていますか。 (0は1つ〉閏22

【今後の介護サーピスの利用×要介護度別】

-近いうちに在宅サービスを利用することを考えている

図要介護度が現在より重くなったら在宅サービスを利用したい

ロ家族介護が固灘になったら在宅サービスを剰用したい

固緊急時に在宅サービスを利用したい

ロ今後利用するなら施設サービスを利用したい

園将来的にもできるだけ利用したくない

国その他

ロわからない

ロ無回答

:16.1 

7.9 

20.6 

25.3 

全体
(N=1，554的) 

「戴(n=606) 

要支撞2

(n=228) 
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100弛

今後の介護サービスの利用については、

20.4%で最も多くなっている。

要介護度別でみると、「要介護度が現在より重くなったら在宅サービスを利用したい」の割合は、要

支援 1から要介護 1にかけて割合が高く、要支援2以降は重度になるほど割合は低くなっている。また、

「家族介護が困難になったら在宅サービスを利用したい」は要介護1から 3で、いずれも 20%を超えて

このほか「今後利用するなら施設サービスを利用したい」は要介護3、4で割合が高くなってい

80% 

「家族介護が困難になったら在宅サーピスを利用したい」が

60冒40% 20% 

いる。

る。
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3. 高齢者施策について

(1 )サービスの利用状況・利用意向、満足度

閏32 あなだは、以下のサービスを利用しだことがありますか。また、現在利用していない揚合

は、今後利用したいと思いますか。(項目ごとにOは1つ〉

さらに、サービスを現在利用レている揚合は、それ!こ対する満足度はいかがですか。

〈項目ごとにOは1つ〉

【サービスの刺用状況・利用意向】

(N=1.554) 

， )おむつサービス

2) 食の自立支援.i2食サーピス

3)寝具洗酒乾燥消毒サーピス

4)移送サービス

5) あんしんショートステイ

6) 家族介聾者のつどい

7)住宅改造助成

0% 

-現在利用している

固必要なサービスなので、今後ぜひ利用したい

回必要性を感じたら、利用したい

国利用するつもりはない

回わからない

口無回答

69.8 

68.1 

71.8 

72.0 

69.0 

73.0 

65.6 

4.5 

20% 40% 60% 80% 100% 

サービスの利用状況・利用意向をみると、「現在利用している」サービスとしては、住宅改造助成が

7.9%で最も高い割合を占めるが、いずれも 1割未満となっている。全体では、いずれのサービスにつ

いても「必要性を感じたら、利用したい」での回答が最も多くなっている。
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1 )おむつサーピス(n =50) 

2)食の自立支援・配食サーピス(n =44) 

3)寝具洗濯乾燥消毒サーピス (n=17) 

4)移送サーピス (n=19) 

5) あんしんショートステイ (n=30) 

6) 家族介護者のつどい (n=6) 

7 )住宅改造助成 (n=123) 

【サービスの満足度】

0" 

-満足している

ロあまり満足していない

ロ無回答

20" 40" 

固やや満足している

園不満である

60" 80" 100" 

利用している場合のサービスの満足度では、おむつサービス、食の自立支援・配食サーピスでは、「満

足している」と「やや満足している」が同程度となっており、このほかではいずれも「満足している」

が過半数を占めている。




